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「アジアの巨大な疑問符」

一中国東北をめぐる戦後処理

　　問題とアメリカの極東政策一

三　浦　陽　一

　本稿が対象とする時期（第二次大戦末期から1946年半ばまで）のアメリカの

極東政策の中心が統一中国の実現にあり，一方この時期の国共内戦が東北（い

わゆるr満州」）を主戦場として展開されたことは周知のことに属する。これ

までの冷戦史研究でも東北が東欧，中東など戦中から戦後初期における多数の

米ソの対立地点のひとつであった点は多くの場合に簡単だがら言及されてお

り，いくつかの著書では中国内戦と中国をめぐる米ソ対立の焦点地域として東

北が特筆されているω。また，最近では中ソ対立の起源を探る観点から，この

時期の東北をめぐるソ連や中国側の意図を論じた研究も出ている（2〕。しかし，

これらはせいぜい数行程度の言及であったり，ソ連や中国側の意図を中心に論

じたものであり，アメリカの東北への関心の強さとその理由，および極東冷戦

の形成とアメリカの国共調停工作において東北が有した意味の重要性について

はまとまった考察はたされておらず，いまだに十分明確な認識が得られていな

いように思われる。本稿はこの点の明確化を目的としている。

　1．　ソ連の対日参戦と東北

　1943年n月，極東領土間題の戦後処理について連合国の基本方針をはじめて

具体的に宣示したカイロ宣言（米・英・中三首脳署名）は，日本が奪取・占領

した太平洋諸島のr剥奪」，r満州」・膨湖島・台湾の中華民国へのr返還」，朝

　　　　　オ・つ
鮮のr自由且独立」といった諸政策の実行を約した。これらの規定はのちに極

東ヤルタ体制と呼ばれるものの原型となる‘3〕。戦争の終結が近づくにつれ，そ

の後の連合国首脳外交の焦点は，より細部での利害調整作業に移っていくが，
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そのうちのひとつが，工945年2月，米・英・ソ三首脳が署名したいわゆるヤル

タ秘密条項であった。周知のようにこの密約は，ドイツ降伏後「2または3ケ

月以内」にソ連が対目戦に参加する代償として，（1）外モンゴルのr現状維持」，

（2〕南樺太のソ連へのr返還」，（3）大連商港のソ連の優先的利益を認めた上での

「国際化」，（4）旅順海軍港に対するソ連の租借権の「回復」，（5）中東鉄道および

大連港への出路たる南満州鉄道の中ソ合併合杜方式によるr共同運営」，（6〕千

島列島のソ連へのr引渡し」，の諸点を規定していた。みられるように，上記

6件の対ソ代償のうち3件までが東北における中国の主権に密接に関わるもの

であった。この密約は先述のカイロ宣言には含まれていないソ連の対目参戦と

いう条件をふまえて，より細部での戦後処理方針を規定したものであり，同時

にソ連の対目参戦によってr時間，生命，資源の節約」を切望していたアメリ

カが，　「満州」の中国への「返還」というカイロ宣言の大原則の部分的浸蝕を

容認したことを意味していた。その後同年6月には密約の全容が蒋政権に伝達

され，アメリカ駐ソ大使ハリマンを調停者として中ソ代表が密約の2国間条約

化交渉に入った。この結果締結されたのが，後述する中ソ友好同盟条約（8月

14日調印）である（4）。

　この間，ヤルタ密約の存在は外交上の最高機密とされていたにもかかわら

ず，密約成立直後からソ連の対目参戦と，その場合誰が東北を支配するかとい

う問題が急速に注目を集めはじめた。在中国アメリカ外交官のジョン・S・サ

ーヴィスは，密約直後に中国共産党幹部と延安で会見したが，彼はその報告書

の中で，中共幹部はソ連の対日参戦を間違いないと予期していると伝えた。さ

らにサーヴィスは，現状ではソ連が参戦して東北を占領した場合，これに呼応

してただちに兵を送れるのは国民党軍ではなく，華北に拠点をおく中共軍であ

り，したがってr中国共産党が満州の支配権を握ることにたるのは言うまでも

ない。・・…・国民党同様，〔中国〕共産党も，中国における巨大かつ唯一の重工

業基地としての満州の重要性を間違いなく意識している。『アジアの闘鶏場』

という満州に対する形容は，今やますます真実味を帯びてきた」と国務省に警

告した㈲。このころ，アメリカのジャーナリズムもソ連の対目参戦とこれに関

連して東北が将来もつであろう重要性について公然と論じはじめていた。そし
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てその論調には，ソ連の参戦でアメリカの人的・物的損失が軽減されるという

期待よりも，むしろ東欧におけると同様，ソ連が東北を衛星圏化し，その莫大

な権益を独占するのではないかという不安感が色濃くあらわれていた。実業界

誌rフォーチュン』4月号は，r合衆国，満州でソ連と遼遁」と題する長文の

論説を掲げ，日ソ中立条約の存在などは問題ではなく，ソ連はいずれ必ず東北

に攻め込むだろうと予測した。そして軍事地理的にも経済的にも東北が戦後中

国にとって死活的重要性をもつ地域となることは明らかであり，ソ連が今だに

東北についていっさい沈黙を守っているのはr不吉」であると論じた㈹。続い

てドイツ敗北後の6月，『ユナイテッド・ステイツ・ニューズ』誌がr日本が

満州でひきおこした戦争は満州で終結するかもしれない」と述べ，その意味に

ついて次のように論じた。即ち，日本は現在，ソ連を介して和平工作を策する

一方で兵を東北に集結させて対ソ戦に備えている。中国国民党政府にとっても

東北奪回は元来戦争の公式目的のひとつである。他方ロシアはついに沈黙を破

り，今や旅順口をrロシアの国士」と宣伝しはじめた。中国と同盟しているア

メリカとしても，その広大さ，戦略的位置，経済的潜在カ等からみて，東北に

は当然強い関心がある。かくして同誌は，東北こそが戦争最末期における目・

ソ・米・中4国の利害と武力の激突地点であり，「かくして満州は急速にアジ

アの巨大な疑問符となる」と指摘した㈹。

　こうして，大戦最後の年，ヤルタ密約（2月）から日本敗戦までの数ケ月間

に，ソ連の対日参戦問題に触発されて，東北がアジアの戦争と戦後処理問題の

焦点として急速に浮び上った。しかもこの間，ひとつの重要な事件が起った。

いうまでもなく，アメリカの原爆開発の成功（7月16目）である。これ以降ア

メリカのソ連対日参戦要請の熱意は急速に冷却化した。それだけではなく，ア

メリカは，できればソ連の対目参戦以前に日本を降伏に導こうという意図をこ

めて，実際に原爆を広島に投下した（8月6目）。アメリカはもはやヤルタ密

約を桂桔とみなしはじめたのである。しかし，ソ連はこうしたアメリカの意図

をよみとり，急拠東北侵攻の予定を早めて進撃を開始した（8月9日）。長崎

に2発目の原爆が投下されたのはまさにこの目であった㈹。しかしソ連はここ

にドイツ降伏後r2または3ケ月後」の対目参戦というヤルタ密約の前提条件
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を満たした。ここに及んで，中ソ条約の調停者でもあったアメリカは，むしろ

この条約の早期妥結を促進し，東北でのソ連の権利を条約の形で明文化して，

ヤルタ密約の範囲内にソ連の行動をおしこめることに腐心しはじめた（9〕。この

ころドイツ賠償問題の交渉のためモスクワに滞在していたE．ポーレーが，ソ

連参戦直後の8月10目，ソ連の東北単独支配を阻止するためにrわが軍はでぎ

うるかぎりの朝鮮および満州工業地域をただちに占領すべきである」とトルー

マンに急報し（m，トルーマンも駐ソ大使にr満州」に対するr門戸開放」原

則を厳守する旨のスターリンの確約をとれと指示（8月22日）した（11〕のは，

東北でのソ連の行動に対するアメリカの大きな不安を示すものであった。そし

て原爆投下とソ連の対目参戦の関連を上のように理解するならば，“ヒロシマ”

（ひいてはソ連参戦直後の“ナガサキ”）の悲劇は，ソ連の東北権益獲得を拒

否しようとするアメりカの行動であったともいえるわけである（12〕。

　このころ，米政府だけでなく一般報道でもソ連の参戦によって東北はソ連圏

のr独立共和国」となるのではないか，中共はソ連の援助を得るのではないか

といった観測がしきりに行われていた。こうした中で，日本降伏の前日，8月

14日に中ソ条約（付属協定と交換公文を含む。以下同様）が調印された。同条

約は基本的にヤルタ密約の内容を追認し，（1）外モンゴルのr独立」，（2〕大連商

港のr国際自由港化」と旅順口の中ソ共同使用，（3）中東・南満州両鉄道の中ソ

共同所有・共同運営，の諸点を約していた。しかしより注目されたのは，同条

約がr満州」における中国政府のr完全な主権」を確認し，かつソ連の援助は

r全面的に中国の中央政府たる国民党政府に対して与えられる」と明記し，し

かも日本降伏後3ケ月以内にソ連軍は東北から撤退することさえ約されていた

点であった㈹。これによって蒋政権は，すでに有名無実化していた外モンゴ

ルでの主権を放棄し，かつソ連に東北権益を一定程度ゆずり渡すこととひきか

えに東北主権回復の確約をとり，かつソ連の国民党政権承認をとりつけて中共

を孤立させることをねらったものとみてよいであろう。こうした条約内容の確

定には，調停役となったアメリカの「名を捨てて実をとるべき」（ここで「実」

とはもちろん東北主権のことである）との蒋政府への助言が働いており，他方

スターリンも当時中共の力を評価しておらず，国民党政府を承認してr満州」
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権益を手中にする方を選んだのであったω〕。

　こうしてアメリカは中ソ条約によってソ連の東北での獲得権益に明確な枠を

はめえたかにみえた。ところが，ソ連軍は全東北を約2週間で征圧した後，中

ソ条約の盲点をつく行動に出たのである。これがソ連の東北工業施設持ち去り

問題であった。東北の工業施設を，東欧で行ったと同様に「戦利品」と称して

ソ連軍が持ち去るような徴候1があるという情報は，ソ連参戦直前の8月8目，

モスクワから国務省へ急報されていた｛15〕。しかし，まさにその直後にソ連軍

は東北および朝鮮半島北部に進撃を開始したのであった。アメリカはこれに対

抗して急盛大連および京城の即時占領を意図したが，大連占領は中ソ条約の締

結と米軍の準備不足によってまったく不可能であったu6〕。その後9月初めご

ろからソ連軍は，関東軍の武器弾薬，備蓄食料，馬，民間自動車，満銀紙幣な

どを没収したほか，とくに南部に集中していた発電施設や工業機械を鉄路・海

路をへてシベリア・ウラジオストック方面に持ち去ったのである。このころ落

陽（奉天）の取材に成功した米人記者によると，当時の落陽はrまるで鉄とコ

ンクリートを蝕む白アリの天災が通り過ぎたあとのような」工17〕状態となってお

り，その後の調査によると，例えば発電施設の場合，大連，阜新，撫順など主

要な発電所の発電機はことごとく持ち去られたのであった。帥。

　2．　中国内戦と東北

　一方，戦後中国の行方とアメリカの極東政策が東北におけるソ連の行動だけ

でなく，抗日戦勝利を契機に中国統一政権が成立するか否かに大きく依存して

おり，アメリカの関心も一方では二の問題に注がれていたことはもちろんであ

る。周知のように実際の事態は，1946年春には国共の局地的戦闘が激化し，同

年夏には本格的た内戦に突入していったのであるが，この初期内戦の主戦場は

東北であり，国共調停にあたったアメリカも東北での事態に当然大きな関心を

注いでいた。アメリカの国共調停と中国内戦は，東北を回転軸として展開する

のである。

　日本敗戦とともにアメリカは，抗日戦末期に弱体化が著しかった国民党軍に

大量の援助を行い，これによってあらたに39個師団に武装・訓練をほどこし，
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氷船をもって在中国目本人の本国送還を急ぎ，空路・海路から約40万の国民党

軍兵士と米海兵隊5万人を華北に派遣・上陸させて北京，天津など重要都市を

占領，かつ国民党軍にかわって米軍みずから華北の炭坑，鉄道などを接収し

た。こうした米軍による北上作戦援助は，公式には日本軍勢カー掃による中国

の急速な主権回復のためと理由づけられていたが，アメリカの目的はそれだけ

ではなく，華北の主要都市および輸送・産業上の戦略拠点が中共軍の手に落ち

たいよう先手を打ち，さらに国民党の東北支配の足場をいちはやく固めること

にあった㈹。

　一方，国共合作交渉は，双十協定（10月10目）で一時的な合意をみたもの

の，各所で国共間の散発的戦闘は続いていた。この間，先述のようなアメリ

カによる国民党軍の武装・訓練・華北への輸送作戦は12月までにかなりの進展

をみせ，この時点に到ってはじめてトルーマン大統領に対中戦後政策に関する

包括的た公式声明を発した（12月15日）。この声明は，（1沖共を含めた国民党

主導下の統一政府樹立，12〕中共軍の国民党軍への編入，（3咬定政権の基礎づく

りのため，土地改革をはじめとする社会改革への着手，の諸点を要求し，さら

に，（4〕以上が実行されない場合，アメリカは対中援助の拒否権を使用するこ

と，を宣明した｛加〕。このトルーマン声明をうけて国共の調停役として派遣さ

れた人物こそ，トルーマンがr現に生きているアメリカ人の中で最も偉大な人

物」㈱と呼んで絶大な信頼をおいていたジョージ・C・マーシャル将軍であっ

た。12月，マーシャルが重慶に到着したころ，在華米軍兵力は11万を超えるピ

ークに達していた。こうしてアメリカは，国民党軍に莫大な支援を集中して中

共側を圧倒しつつ，他方でアメリカのさらなる国家資本援助を報償として提示

して国民党の譲歩をせまることによって国共両党を統一交渉0）テーブルにつか

せようとしたのである。米政府が統一新政府に中共の参加を＝要求した背景に

は，激しい経済混乱とみずからの腐敗を一掃しえずにいる現状のままの国民党

では全土の統一は望みえす，かつ中共を排除するとすでに東北を占領している

ソ連の中共援助を誘発し，その結果国共の主導権争いが米ソ代理戦争の様相を

呈して泥沼化するのではないかという恐れがあった㈱〕。しかも，調停者マー

シャルの念頭にあった重要な日的は，ソ連と中共が連携して東北に排他的権力
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を確立しないうちに中共を統一新政権下に抱き込むことであった。即ち，彼自

身の言葉によると国共調停とは，r分裂中国の出現，および満州におけるソ連

の権力獲得という悲劇的な結果」を阻止することにほかならないのであり，こ

の2つのr悲劇」がr相乗して起るであろうことは，太平洋で我々が戦争を行

った主要な諸目的が烏有に帰してしまうこと」ω〕であった。なぜなら，当時フ

ォレスタル海軍長官およびパターソン陸軍長官が述べたように，　rその場合ロ

シアは，はじめ日本が極東で遂行しようとしてのり出した諸目的をほぼ完全に

成し遂げることにたるだろう」（25〕からである。東北がソ連と中共の支配下に入

れば，極東におけるこれまでの日本の位置にソビエト連邦がとってかわり，中

国は分裂して，アメリカが大戦で傾けた努力がr烏有に帰してしまう」。いや

それどころか，日本帝国主義以上の脅威さえ極東に出現するというわけであっ

た。一方このころ，東北工業施設を大量に持ち去る作業を急いでいたソ連は，

中ソ条約のいうr管理権」をたてに氷船による国民党軍の大連・旅順からの上

陸を拒否していた。このため国民党軍は華北および遼東半島両面からの大規模

な中共軍挾撃作戦を遂行しえず，したがって急速な東北征圧を望みえない状況

にあった。しかもソ連軍は関東軍から接収した大量の武器・弾薬をr遺棄」す

るなどの間接的た方法で中共軍に引き渡し，訓練・作戦や地域掌握テクニック

を指導したりしていた㈹。国民党軍が東北を征圧しうる条件ができるまで時

間をかせぎ，かつ中共軍の強化を阻止するためにも，アメリカは内戦の即時停

止と中共軍の国民党軍への編入を是非とも早急に実現する必要に迫られていた

のである。

　これに加えて，東北がソ連の支配圏に入ることへのアメリカの恐怖感は，こ

のころ東北ときわめてよく似た状況にあった中東，とりわけイランでの情勢に

よってさらに強まったものと思われる。ナチス・ドイツがコーカサスから侵攻

して中東石油資源を獲得するのを防ぎ，ソ連への物資援助ルートを確保するた

め，連合国は戦中，英ソ協定によってイランを共同占領していた。しかし1946

年はじめ，他の連合国軍が大部分撤退したま）とも，ソ連軍はイランとの石油資

源r共同経営」を要求して北部イランに駐留しつづけたのであった。ちょうど

同じころ，’45年末から’46年はじめにかけて，極東では国民党政府とソ連がア
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メリカ代表ぬきで中ソ条約にもとづく鉄道権益の中ソ共同経営方式の細部に関

する交渉に入っていた。アメリカ政府は，中国・イラン両政府がはたしてソ連

の要求に過度の譲歩をせず踏みとどまれるかどうかに大きな不安を抱いていた

のである。しかも，ソ連が占領していた北部イランのアゼルバイジャン地方で

分離独立運動が起り，’45年12月にはrアゼルバイジャン国民政府」の樹立さ

え伝えられていた｛π〕。アメリカがr東北人民政府」の成立を危惧したとして

も不思議ではなかった。かつて日独両帝国主義がねらったソ連と地続きの2つ

の戦略地域，即ち石油の大産地（イラン）と自然資源・重工業地帯（東北）が

一転してソ連の勢力下に入るという事態は，アメリカにとっては戦標的でさえ

あったであろう。

　再び中国情勢にもどると，周知のようにマーシャルの調停下に’46年1月10

日，政治協商会議開催と同時に内戦停止協定が発表され，2月25目には国共整

軍協定が調印された。これによって統一政府樹立の最大の難関であった中共軍

の国民党軍への編入間題にも一応のメドがついたかにみえた。しかし東北は停

戦協定の適用範囲から除外されており，この間東北での国共間の散発的戦闘が

やまず，国共合作協定は第一歩から突き崩されていった。マーシャルの調停に

よって画期的な合作協定が成立したかにみえたものの，国共双方がついに譲ら

なかったのは，東北の支配権問題だったのである。

　しかし，一方，’46年5月には東北をめぐる米ソ対立にひとつの画期が訪れ

た。’46年3月に入るとソ連軍は4月末日を期して全東北から撤兵する旨発表

した。ソ連が撤退を決定した背景には，長期駐留に対するアメリカをはじめ国

際世論の非難，アメリカによるヤルタ密約全文の公表（2月16目）が中国国民の

反ソ感情を高まらせたこと伽〕，そして東北工業施設の持ち去り作業が完了し

ていたこと，などの事情が考えられる。その後撤退はほぼ予告通り実行され，

5月初めにはソ連軍は全東北からの引き揚げを終えた。また，このころまでに

はソ連軍はイランからも撤兵し，先述した中国・イランとの経済権益の「共同

管理」交渉も，ついに妥結にいたらぬまま立ち消えの状態に到っていた。

　ごうして46年5月にはアメリカが不安を抱いた要因のうち，東北に対するソ

連軍の直接的軍事支配とr共同管理」を通じた経済権益の浸透・拡張という2
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つまでがいったん遠のいた。いうまでもなく残された最大の問題は国共内戦の

停止であった。ところが，ソ連軍が去ったあと占拠者がいなくなった東北諸都

市の相奪をめぐって国共両軍の戦闘が一挙に激化したのである。米軍の輸送援

助を頼って国府軍が落陽をはじめ東北南部の占領を急ぐ間に，中共側は北部の

長春，ハルビンなどの都市を占拠し，その後国共の武力衝突は拡大の一途をた

どった。3月に一時帰米していたマーシャルは，事態の悪化を知ると4月だだ

ちに訪中して内戦停止工作を再開するが，7月には国府軍50万が華中で中共軍

に対し全面的攻撃を開始し，ついに本格的な内戦に突入した。以後，蒋介石は

中共掃滅を焦って失敗し，逆に中共は東北を足場に内戦初期の不利をしのぎ，

ポリーソフの表現をかりれば，東北をr軍事的・政治的・経済的跳躍台」㈱〕と

して，1949年，ついに全中国大陸の解放に成功する。まさに，ディーン・アチ

ソン（当時国務長官代理，のち1949年国務長官）が回想したように，アメリカ

にとって戦後中国政策のr紛糾と錯誤は満州においてはじまった」㈹のである。

　3．　7メリカの極東政策と東北

　19世紀末期以来，大連，旅順など遼東半島周辺をはじめとして，東北はロシ

ア（ソ連），日本，アメリカなど列強の利害と思惑がうずまき，r紛争のゆりか

ご」と呼ばれてきた地域であった。r門戸開放」なるアメリカの対中政策の基

本テーゼも，元来ロシアや日本の東北権益独占を阻止するところに重要な起源

を発し，その後もこの目的のためにくり返しもち出された大義名分であった

｛91〕 Bこれまで本稿が述べてきた東北をめぐる戦後処理問題も，こうした数十年

来の帝国主義国際政治の歴史的背景の中でとらえることがでぎるであろう。敗

戦とと辻）に東北をめぐる国際政治の舞台から日本が脱落することが見込まれ，

また事実そうなったことから，米・ソ・中の各国・各政治勢力が一斉に東北権

益に殺到した姿が，ここに示されていたのである。

　この時期のアメリカの東北への関心の理由については，これまで本稿の各所

でもふれたが，さらにこれをまとめれば，（1）地理的・戦略的重要性，（2〕広大

さ，森林・農産物・工業用原料資源の豊かさ，（3沖国最大の重化学工業力と鉄

道輸送網の存在，さらには，（4）以上のことから東北が戦後中国の軍事的安全と



j24 一橋研究　第8巻第2号

周辺地域の経済再建の鍵を握ると考えられたこと，の4点に整理しうるであろ

う。これを裏返していえば，これら4つの重要性は，逆にソ連が東北を支配

した場合を想定したときのアメリカの恐怖感の大きさにもつながるものであっ

た。上記の（1）については，中国が主権を回復したあとの東北は，ソ連と長い国

境線を共有する地域であり，オーエン・ラチモアが指摘したように，戦後r日

本，朝鮮，シベリアにはさまれた地理的位置のゆえに，満州はアメリカの軍

が海空軍の援助の下にロシアを侵略できる唯一の角地」㈹であった。　r過去に

おいて東北は反ソの根拠地であった。ソ連が〔中国側に〕経済協力を要求する

目的は，自分自身の安全を獲得するためだけである」㈹というソ連側の主張

は，こうしたアジアにおける東北の地理的・戦略的位置の重要性を裏書きする

ものでもある。第2点として，東北資源の豊かさについては，日本の敗北が

迫った前後からアメリカのジャーナリズムがくり返し注目しはじめた点であっ

た。4，000万人前後の人口を有し，小麦（推定年産約300万トン），大豆（同

500万トン）などを産出する40万平方マイルの広大なr満州」平原は，ミシ

シッピー流域やウクライナ平原に匹敵する穀物生産潜在力をもち，さらにr事

実上無尽蔵」の森林資源，鉱物，石炭をはじめ石油，金，銀，銅，スズ，タン

グステン，アスペストス，マグネシウムだと多種豊富な資源が眠っている，と

いった解説がしきりに行われた㈹。第1表は当時中国側が発表した主要三鉱

物資源の推定埋蔵量を掲げたものであるが，綱1頁の油頁岩（石油），鞍山地区

の鉄鉱石をはじめ，近代産業の基礎原料が東北に偏在しているとみられていた

ことを示している。日本による強権的「経済開発」を通じて強化されていた工

業力についても，例えば『中国白書』は日本敗戦当時の推定で中国他地域全部

をあわせた工業力の約4倍，起電能力で約3倍と見積られていたと述べ，東北

工業カベの注目を隠していない㈹。しかしこの点に関連して上記の（3〕，（4）に

ついて補足すれば，アメリカが東北の資源と工業力に着目していたといって

も，それは日本帝国主義が強行したように直接東北を自国経済と結合させて支

配することをねらったのではなく，むしろ全中国の経済復興，ひいてはアジア

経済の再編成に東北の資源と工業力を利用し，その過程で必要となる資本，技

術，貿易を独占するところに最大の利益をよみとっていたという点が重要であ
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第1表　中国の地域別鉱物資源（埋蔵量の単位100万トン）

㌦涜＼石炭石油1鉄鉱
満　　州「｛ユ〕・…1

華北！212，60王
華中16，857華　　南r。，。。。

内モンゴ／ピ1・…

新彊一31，980チベットー1，355

計268，885

．㈹3331　1．416
　　　203　　　　　110

　　　　1　i　　　240
　㈹。。1　。。。

一　一1　103
　　　120ヨ　　　42
1　．1　。。

727　　　　　2，159

　　　　　　〔資料〕　1945年中国地質調査所発表の統計を省ごとに統合し

　　　　　　　　て作製。但し，（1〕は1938年満鉄発表の数字により修正

　　　　　　　　したが，実際は100億トン以上確実。（2）埋蔵せる油頁

　　　　　　　　岩中の石油純分推定。

　　　　　出所1山口平四郎編r世界地誌叢書五，アジア，ソ連』，柳

　　　　　　　　原書店，1952，48頁。

る。例えば工業力が中国最大といっても，アメリカの雑誌が述べたように，東

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　ソ　リ　一
北の鉄鋼年生産量は日本敗戦当時の推定でrたったの」200万トンであり，こ

れは年9，000万トンというアメリカの生産力からみれぱわずか2週間で生産で

きる量にすぎない。同様に東北の石油年間生産力はアメリカの生産量の4員

分である。しかしこれはアジアの標準ではやはり巨大な生産力であり，中国経

済の戦陵復興にあたって東北がr枢要の役割」を果すべぎことにはかわりがな

いとみられたのであった㈹。また・国民党政府は大量の外資と技術の導入を

中国の復興と工業化のために必要不可欠とみなしていたが，それはアメリカの

・r外資」でありr技術」以外の何ものでもなかったことは，アメリカ資本にと

っても国民党政府にとっても言わずもがたの事実であった（37）。したがって中

国が復興し，国内市場が拡大していく過程で当然必要となる資本投下，技術供

与，国内市場，および海外との交易をアメリカ資本が独占しうること，成長す

るパイの大きな分け前を得ること，アメリカ実業界や貿易業者はこの点に最大

の利益をみこみ，年来のrチャイナ・マーケット」の実現を夢想さえしたので

あって，その際当然中国工業化の「既成基地」としての東北の重要性に着目し
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たのである｛；8〕。しかし，既述の如く東北を戦後いちはやく占領し，権益を手中

に収める立場を得たのはソ連であった。実業界誌『ネーションズ・ビジネス』

の’46年2月号社説は，マーシャルを派遣して中国情勢に介入したトルーマン

政権の行動を明確に支持し，上述のようなアメリカ資本の利害を要約的に次の

ように述べている。まず，アメリカの第一の関心は統一中国の実現であり，他

国による支配や領土的分裂を黙認する位なら，はじめから今回の員米戦争はな

かったはずである。そして

　　我々の2番目の関心は，すべての国々が中国に対して平等な交易と資本投

　下の機会を維持することにある。統一され，強力で，二度と内戦に蝕ばまれ

　ることのない中国のみが，全ての来訪者に経済的平等を保障できる。中国工

　業の中心である満州は，中国の他の地域と統合されなければロシアの経済的

　いけすとなろう。満州はこれまで常に中国における最も高価な賞品であっ

　た。日本人が満州の鉄道，港湾施設や基礎産業の巨大な建設を実行してきた

　ため，今日では賞品としての満州の価値は以前にも増して高まっている。満

　州の潜在能力は全中国，そして極東の繁栄の成否を握っているのである。し

　かし中国には独力で満州の潜在力を開発する資本はない。ロシアもそのため

　の資本をもっていない。この豊かな地域の一したがって全中国の一将来は，

　アメリカによる集中的な開発に依存しているのである。・・・…〔中ソ条約によ

　り〕すでに治外法権がロシアに与えられてしまった。にもかかわらず，はた

　して満州はアメリカの資本，ノウ・ハウ，技術をうけ入れるであろうか。こ
　　　　　　チ十イニーズ・’、ズル
　れが今日の中国式難問の中核にある問題である㈹。

　’46年2月，バーンズ国務長官は東北の鉄道と付属施設の中ソ共同管理交渉

がアメリカ代表ぬきで進んでいることを非難し，この交渉はr満州工業開発に

参加を望むアメリカ人に対する明白な差別行為であり，将来の満州との交易の

確立に際してアメリカの経済的利益を疑いなく不利な立場におとしめるもので

ある」｛側〕と述べ，ソ連に東北での「門戸開放」を守るよう強硬に要求せよと駐

ソ大使に指示したが，これは上述のようなアメリカ資本の立場をきわめて直裁

に代弁したものであった。

　既述のように’46年春のソ連軍撤退は，東北および中国情勢に転機をもたら
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した。これと同時に内戦が急速に全面化していくとともに，　rアメリカによる

集中的な〔東北〕開発」の展望はたちまち色あせていった。しかも中ソ条約と

中共が東北に厳存する以上，rソ連は〔東北とソ連の〕西部工業とを結合させ

て極東に自給圏を形成し，歴史上最大の潜在力を支配下におく」（ωのではない

かというアメリカ政府の不安は長く消え去らなかった。中共成立後の1950年に

到っても，アチソン国務長官はソビエトがいよいよ東北を支配しつつあると述

べ，この事態こそが「アジアのどの国との関係においても唯一かつ最も重大重

要な事実である」ω〕とさえ述べている。

　一般にアメリカの中国中心の戦後アジア政策といわれるものの中で，いかに

東北が重要た位置を占めていたか，東北をめぐる戦後処理問題が，この時期の

極東における一連の重要た事実の展開と米ソ間の相互不信をかきたてる要因と

していかに見逃しがたい意義をもっていたか。本稿は紙数の制限もあって，こ

の問題について十分に叙述しえたとはもちろん考えていたい。とりわけ，戦後

初期において東北で生起した事態のうち，さらに長期的かつ深部からその後の

極東情勢の展開に影響を与えたのは，本稿では簡単にしか触れえなかったソ連

による東北工業施設持ち去り問題であった。これは後に中ソ対立の誘因のひと

つとなったばかりでなく，当時でも’46年初頭から連合国の対目賠償政策の具

体化の際に国際間題化した。また，ソ連の持ち去りは東北工業力の再稼動と国

民党の東北支配力に強烈なダメージを与え，ポーレー対目賠償対策に示された

アメリカの当初のアジア経済再編構想を第一歩から突き崩して，’47年ごろか

らのアメリカの対目政策の変化を促す深部からの誘因のひとつにさえなってい

く0）であるが，この点については別の機会を得て論じることにしたい。

（注）

（1）　Joyce　and　Ga1〕riel　Kolko，丁加〃m桃。グPo〃m－丁加　Wb7〃mdひ＆

　　ハ。mづgm　Poκcツ，ユ945一ユ954，Harper＆Row，N・Y・，1972，pp．248，254，263－

　264；Walter　LaFeber，λmmづ。α，肋∬｛α，αma肋e　Co〃脆ク，エ945一ユ975

　（3rd　editi㎝），John　Wiley＆S㎝s，N．Y、，1976，pp．31二32，34．なお，アメ

　　リガ外交史（冷戦形成史）の観点からのこの時期の対中政策研究の最近の動向に

　ついてはDomthy　Borg　and　Waldo　Heinrichs，2ゐ，σ棚物｛nγe〃5－C〃一

　m5e一λ榊〃北m地∫α舳m∫，j947一プ950，Columbia　University　Press，N．Y．，
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　　1980，pp，3－12を参照。同書10，13頁によると，S・Levineが筆者に近い見解

　　をもっているようであるが・残念ながら同書に記されているのはわずか数行の要

　　約である。

（2）香島明雄①「ソ連の対目参戦問題と中国」，同②r満州における戦利品問題を

　　めくって」，いずれも『京都産業大学論集』8巻1号（1978年9月），および9巻

　　　1号（1980年1月）所収。1955年以降表面化した高嵩事件をめぐって中ソ対立の

　　起源をさぐる観点から戦後初期の東北間題を考察したものとして，中嶋嶺雄r中

　　ソ対立と現代』，中央公論杜，1978年，とくに177～186頁を参照。ソビエト側の

　　観点からこの時期の東北でのソ連の行動を擁護する目的で書かれたものとして

　　は，0．Borisov，　τ乃召∫o砂加サ　σ〃。n冴na　me　Momc乃勿〆α勿Rmo〃〃。m”グッ3切sθ

　　（フ945一プ949），Progress　Pub1ishers，Moscow，1977。などがある。

（3）極東ヤルタ体制の概念について，簡便にはAkira　Iriye，“COntimity　in

　　U．S．一Japanese　Relations，’’Yonosuke　Nagai　and　Akira　Iriye〃＆，丁屹e

　　07㎏伽5ぴ肋e　Co〃　W紗5m　A∫｛α，University　of　Tokyo　Press，1977，p．

　　402を参照。

（4）ソ連の対目参戦問題の歴史的経過およびヤルタ密約成立から中ソ条約までの経

　　緯については，前掲香島①論文93～103頁，山極晃rヤルタ協定と中ソ友好同盟
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